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化
器
疾
患
も
多
く
診
て
い

ま
す
。
炎
症
性
大
腸
炎
や

膵
臓
が
ん
、
ウ
イ
ル
ス
性

の
肝
炎
な
ど
に
関
し
て
も
、

内
科
と
外
科
が
そ
れ
ぞ
れ

に
先
進
的
な
診
断
や
治
療

法
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

世
界
に
通
用
す
る
診
断
や

治
療
法
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

森
正
樹
セ
ン
タ
ー
長
は

「
セ
ン
タ
ー
化
し
た
か
ら
と

言
っ
て
す
ぐ
に
顕
著
な
成

果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
の
た
め
の
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。（
下
欄

参
照
）

●麻酔科長
　集中治療部長

藤
ふじ

野
の

 裕
ゆう

士
じ

3月1日付で麻酔科長及び集中治療部
長に就任致しました。これまでは集中治療
部の担当として術後を中心とした院内重症
患者治療を担当して参りましたが、今後は
手術室運営も含めて統括させて頂きます。
本院では全身麻酔需要の増加に応えるた
め手術室を増設中であり、術後管理のた
めの集中治療病床も増床が計画されてい
ます。病院機能の維持･発展のために、こ
れまで以上に人材育成に注力していく所存
ですので、よろしくお願い致します。

（平成25年3月1日就任）

●消化器センター長

森
もり

　正
まさ

樹
き

消化器は食物の消化・吸収に関与する
臓器で、食道・胃・小腸・大腸・肝臓・
胆嚢・膵臓などで構成されています。関連
する疾患は、悪性腫瘍（癌）をはじめとして、
炎症性疾患、機能性疾患など多岐にわた
っています。同じ消化器におこる疾患を内
科医と外科医がまったく別々に診療するよ
り、必要に応じてお互いに連携して診療す
る方が、患者さんにとっても医療者側にとっ
ても良いと考え、平成25年4月から消化器
センターが発足することになりました。今後も
消化器診療をより効率的に行い、より良い
医療を目指したいと考えております。

（平成25年４月１日就任）

新診療科長等ごあいさつ

　

大
腸
が
ん
や
食
道
が

ん
、
肝
炎
な
ど
消
化
器
系

の
病
気
を
消
化
器
内
科
と

消
化
器
外
科
が
連
携
し
て

診
療
す
る
消
化
器
セ
ン
タ

ー
が
、
４
月
１
日
か
ら
開

設
さ
れ
ま
し
た
。「
患
者
さ

ん
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
両
科
の
専
門
性
を

よ
り
効
果
的
に
融
合
さ
せ

る
こ
と
で
高
レ
ベ
ル
の
医

療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
は
食
道
、
胃
、
小

腸
、
大
腸
、
肝
臓
、
胆
嚢
、

膵
臓
で
す
。
こ
れ
ま
で
消

化
器
内
科
と
消
化
器
外
科

に
分
か
れ
て
い
た
11
階
病

棟
の
１
０
０
床
と
西
10
階

病
棟
の
40
床
の
計
１
４
０

床
を
同
セ
ン
タ
ー
と
し
、

内
科
、
外
科
ど
ち
ら
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

よ
り
、
入
院
ま
で
の
時
間

が
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

消
化
器
系
疾
患
の
治
療

や
病
気
の
成
因
、
病
態
解

明
の
た
め
の
基
礎
的
な
研

究
、
新
し
い
診
断
、
治
療

法
の
開
発
な
ど
の
臨
床
研

究
ま
で
、
内
科
、
外
科
双

方
に
共
通
す
る
分
野
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
、
早
期
に

発
見
さ
れ
る
食
道
が
ん
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
、

内
視
鏡
に
よ
る
治
療
が
主

流
に
な
っ
て
お
り
、
胆
石

や
胃
潰
瘍
の
治
療
で
も
内

視
鏡
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
内
科
、
外
科

が
独
自
に
行
っ
て
い
た
た

め
前
処
置
な
ど
に
違
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
、

セ
ン
タ
ー
と
し
て
診
断
や

治
療
の
手
順
を
統
一
し
て

い
き
ま
す
。

　

が
ん
治
療
で
は
、
内
視

鏡
だ
け
で
な
く
腹
腔
鏡
や

胸
腔
鏡
を
使
っ
た
手
術
や

放
射
線
治
療
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
治
療
方
針
を

決
め
る
の
に
内
科
と
外
科

だ
け
で
な
く
、
放
射
線
治

療
科
等
と
の
連
携
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

外
来
は
こ
れ
ま
で
通
り

内
科
と
外
科
に
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
紹
介
さ
れ
た

患
者
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
を

受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
治
療
方
針
に
関
し

て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
思

疎
通
を
図
り
、
患
者
さ
ん

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

診
療
を
心
が
け
ま
す
。
ま

た
、
病
棟
の
看
護
師
も
内

科
、
外
科
で
の
ケ
ア
に
関

し
て
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
患
者
さ
ん
本
位
の
医

療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
院
は
、
難
治
性
の
消

消
化
器
セ
ン
タ
ー
を
新
設

防
災
訓
練

防
災
訓
練
を
実
施

　

近
畿
地
方
を
震
源
と
す

る
震
度
７
弱
の
大
地
震
が

発
生
し
、
大
阪
府
下
で
多

数
の
被
災
者
が
出
た
と
の

想
定
で
、
２
月
19
日
に
本

院
の
消
防
計
画
を
も
と
に

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
患
者
さ
ん
や
職

員
の
生
命
と
安
全
を
守
る

と
と
も
に
、
本
院
が
大
阪

府
の
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
の
使
命
と
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
た
内
容
で
し
た
。

　

ま
ず
、
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
内
に
吉
川
秀
樹

病
院
長
を
本
部
長
と
す
る

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

各
病
棟
か
ら
、
入
院
患
者

さ
ん
の
安
否
や
空
床
数
の

確
認
、
被
災
傷
病
患
者
用

収
容
ベ
ッ
ド
の
確
保
な
ど
、

対
策
本
部
に
院
内
情
報
を

集
約
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
総
合
案
内
横
に
設

置
し
た
指
揮
所
で
は
、
各

部
署
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
回
収
す
る
方
法
に
よ

り
災
害
規
模
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
危
機

管
理
室
及
び
近
隣
消
防
機

関
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
多

数
の
被
災
傷
病
患
者
を
受

け
入
れ
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
外
来
棟
１

階
玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
し

た
「
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
部

門
」
で
模
擬
患
者
の
受
付

を
行
っ
た
後
、
症
状
に
応

じ
て
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
に

よ
る
選
別
を
行
い
、
赤
・

黄
・
緑
色
の
各
ト
リ
ア
ー

ジ
エ
リ
ア
に
誘
導
・
搬
送

し
、
医
師
・
看
護
師
が
診

療
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
と
し
て

模
擬
患
者
に
は
、
多
く
の

医
学
部
医
学
科
・
保
健
学

科
の
学
生
さ
ん
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
情
報
科
学
研
究
科
教

員
に
よ
る
電
子
タ
グ
を
用

い
た
「
災
害
時
救
急
支
援

に
関
す
る
実
験
」
も
並
行

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
は
雪
が
舞
い

と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た

が
、
1
2
0
人
を
超
え
る

教
職
員
・
学
生
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で

真
剣
に
取
り
組
み
、
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
講
評
で
は
、

外
部
評
価
を
し
て
い
た
だ

い
た
藤
見
聡
先
生（
大
阪

府
立
急
性
期
・
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
／
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
）か
ら
、

①
情
報
通
信
機
器
の
効
果

的
な
活
用
、
②
ト
リ
ア
ー

ジ
エ
リ
ア
の
設
定
方
法
、

③
災
害
拠
点
病
院
で
働
く

教
職
員
へ
の
教
育
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
示
唆
に
富

ん
だ
講
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
本
院
の
医
療
従

事
者
一
人
ひ
と
り
が
災
害

時
の
対
応
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、

様
々
な
観
点
か
ら
本
院
の

災
害
対
策
の
整
備
・
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

拠
点
病
院
と
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
も

よ
り
患
者
さ
ん
本
位
に

本番さながらに行われたトリアージ訓練

（写真上、下）搬送された模擬患者をチェックする医療スタッフ

震度７弱

内
科
、外
科
の
専
門
性
融
合



阪
大
病
院
の
理
念
・
基
本
方
針

◆

理

念

◆

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
良
質

な
医
療
を
提
供
す
る
と
共
に
、
医
療
人

の
育
成
と
医
療
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

◆
基
本
方
針
◆

○
患
者
本
位
の
安
心
・
安
全
な
全
人
的

医
療
の
提
供

○
高
度
先
進
医
療
・
未
来
医
療
の
開

発
・
実
践

○
社
会
・
地
域
医
療
へ
の
貢
献

○
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
優
れ
た
医

療
人
の
育
成 　「阪大病院ニュース」は、平成13（2001）年に、阪大病院についての幅広い情報を多く

の方にご理解いただき、皆様のご意見、ご指導を受けながら阪大病院をさらに活性化して
いきたいとの松澤佑次病院長（当時）の発案により創刊されました。本ニュースは関連病院
等へ配布するとともに、より多くの方に読んでいただくため、本院HP上にも掲載してい
ます。
　ここでは第50号を記念して、創刊時から現在までの歴代病院長にスポットをあて、就
任時のごあいさつをまとめた「特集」を組みました。

第50号発行記念特集 歴代病院長ごあいさつ（抜粋）

阪大病院の「今」と「これから」を発信

松澤 佑次

　いよいよ二十一世紀を迎えました。
二十世紀はコンピュータやバイオの
時代でフィナーレを飾り、技術を基盤

として「物」を重視して発展した世紀であったと思われま
す。本来「物」と「心」が融合したところに存在すべき医療
の世界においても技術、データ、遺伝子など「物」を優先
し、ややもすれば「心」を置き去りにしたきらいがあり、その
結果、医療ミスや医療不信の要因につながったものと思
われます。そこで二十一世紀はあらためて「心」を重視し
た世界を取り戻す世紀にならなくてはなりません。阪大病
院では、緒方洪庵の適塾の教えを源流として培ってきた
伝統ある病院の「理念・基本方針」を基盤に、さらに患者
さま本位の「心」を重視した医療を実践していく所存です。
　さて阪大病院は、まもなく独立行政法人として、その使
命を果していくことになります。阪大病院の診療を通じて
推進する研究や、教育の意義、病院運営に対する財政
的な役割、さらには先進医療の推進による社会的貢献な
どを今後どのようなバランスで行うかについて、模索して
いかなければなりません。
　阪大病院では医師の顔が見えない、病院全体としての
まとまった診療の顔が見えない、地域との連携が具体的
に見えないといった指摘もよく耳にします。阪大病院の財
政運営にしてもしかりで、診療を通じて得られた収入で大
学病院本来の教育、研究費の大半がまかなえるという事
実なども、よく知られていないのが実状です。これらのこと
を含め、阪大病院についての幅広い情報を多くの方にご
理解いただくために、阪大病院広報紙の発行を一時でも
早くと思い立った次第です。この広報紙により阪大病院
の新世紀に向けた取り組みを知っていただき、皆様のご
意見、ご指導を受けながら阪大病院をさらに活性化して
まいりたいと念願しております。

患者様本位「心」重視の医療

（平成12年４月～14年３月）

林 紀夫

　国立大学法人化後の厳しい医療
情勢の下で阪大病院は日本でも有
数の先進医療開発病院として発展し

てまいりましたが、今後も地域の中核病院としての幅広い
医療活動を行いながら先進医療開発病院としての機能
強化を図ります。
　大学病院には、教育、診療、研究における使命があり、
その充実を図る必要があります。独立法人化した大学病
院としては運営の効率化を行い、先進医療開発病院とし
ての機能強化を図りながら、地域の中核病院として幅広
く活動しなければなりません。高度先進医療の推進を目
指す阪大病院としては、診療活動の活性化および充実
はその基本であり、ハートセンターなど診療専門別センター
の設置を推進することにより、患者さまのニーズに対応し
た診療機能を充実させます。さらに、未来医療センターの
機能を充実させ高度先進医療に対応するとともに、臨床
試験機能を高めるために新たに臨床試験部を設置します。
　医療の安全は阪大病院において最重要事項で、リス
クマネジメント、医療クオリティマネジメントについては全国
で最も進んでいる病院の一つであります。さらにその機能
を充実させ、安心・安全な医療を提供したいと考えてい
ます。
　教育は阪大病院に課せられた重要な責務でありますが、
全人医療ができる医師を育成する新臨床研修制度の導
入により卒後臨床教育システムが大きく変わりました。質
の高い医師を育てることは阪大病院の使命で、卒後臨
床教育システムをさらに充実させ、温かい心を持った新
人医師を育成いたします。
　大学病院にとって教育、研究を行うことは欠かせませ
んが、その基本は患者さまに思いやりがあり、信頼される
医療を提供することです。患者さまから一層信頼される
阪大病院になるように尽力する所存です。

一層信頼される病院に

（平成19年４月～22年３月）

荻原 俊男

　阪大病院の主な中期目標は、先
進医療開発病院としての機能を強
化することと、「地域に生きる」大阪

大学の立場から地域の中核病院としての機能増進を図
ることです。
　高度先進医療と新たな治療法や新薬の開発は、特徴
ある阪大病院の発展に欠かすことができません。未来医
療センターの機能を充実させ、診療活動に役立てていき
たいと思います。科学的、医学的な根拠（エビデンス）に
基づく医療（EBM）は患者さまにとって質の高い医療とな
ります。そのために、EBMセンターを設立し、EBMを確立
する日本の中核施設にしていきたいと思います。
　地域の中核施設としての機能を充実させるためにはク
リニカルパスの推進、カルテの電子化による診療情報管
理を推進し、地域医療機関とのネットワークを強化し、連
携支援体制を充実させていきたいと考えています。
　医療事故ゼロを目指すことも重要な課題です。阪大病
院は医療のクオリティ及びリスクマネジメントに関して全国
国立大学病院のコア病院となっており、さらに機能を充実
していきます。医師、看護師ら医療従事者の医療人とし
ての自覚、責任感、奉仕の精神など基本的な事項の徹
底が重要であり、その教育に努めたいと思います。
　全人医療ができる医師を育てるための新しい臨床研
修制度が始まりました。魅力的な特徴あるプログラムによっ
て、質の高い医師を育てることは大学病院の使命です。
　大学病院にとって教育、研究は欠かせませんが、患者
さまを診察、治療する基本として、全人医療、思いやりの
ある医療、信頼される医療が求められるのは当然のこと
です。
　法人化という大変革の出発点にあたり、心機一転、医
療の原点に立ち、患者さまにより一層信頼される阪大病
院を目指したいと思います。

患者さま本位の原点に立った医療

（平成16年４月～19年３月）

吉川 秀樹

　阪大病院は特定機能病院であり、
地域の中核病院として、また、豊富な
関連病院の中心的存在として、治療

の困難な患者さんの最後の砦となっています。さらに病
院の機能を充実させてより信頼される病院としていきます。
　病棟機能を効率化し、より多くの患者さんを受け入れる
ことができるように、センター構想を推進してきました。ハー
トセンターや脳卒中センターなどに次いで、今年は呼吸
器外科と呼吸器内科を統合した呼吸器センターを設立し
ました。
　また、ケアを十分にできるように第2集中治療室の整備
を行っています。内視鏡治療を充実するためにと、内視
鏡センターの拡大、整備をいたしました。ロボット手術への
関心も高まっており、手術ロボット「ダヴィンチ」も導入する
予定です。漢方や脱毛症、美容医学などの寄附講座が
できることによって、診療科の担当範囲が広くなり、技術
力もアップしています。
　先端医療の開発に関しては、日本発の革新的な医薬品、
医療機器を創出するための厚生労働省の早期・探索的
臨床試験拠点事業が始まり、阪大病院が拠点の一つに
選ばれました。未来医療センターを中心に、世界的な治
療法の開発にも力を入れていきます。
　医療安全についても阪大病院は、国立大学附属病院
長会議で医療安全管理協議会を担当しており、中央クオ
リティマネジメント部を中心に常にリスクマネジメント、クオリ
ティマネジメントの向上に取り組み、安全、安心な医療を
提供できるようにしています。医療の質と安全性の確保に
は医師、看護師だけでなく職員全員が精神的に余裕を
持ち、阪大病院の医療に誇りを持つことが大切です。
　阪大病院を明るくし、患者さんにとって気持ちよく診療
を受けることができ、快適な入院生活を送れる病院となる
ように努力していきます。

地域で信頼され、世界へ発信できる医療を

（平成24年４月～）

松田 暉

　阪大病院は吹田地区への移転後、
10年目を迎えようとしています。大学
病院としての使命でもあります臨床

研究や先進医療の推進、医療人の育成が大事な役割で
あります。また、病院として大変重要なことは地域医療へ
の貢献であります。今後とも、信頼される医療の提供と医
学・医療の新たな発展に力を注ぐ所存であります。
　最近、医療事故が盛んに報道され、医療の質が問わ
れています。医療事故をなくし、医療の質を高めるには、
システムだけの問題ではなく、医療関係者一人一人がそ
の責任を自覚するとともに、患者さまに心のこもった医療
を提供するという原点に立った診療が、今後一層求めら
れていると考えます。とくに大学病院の信頼される医師の
育成が強く求められていますので、改めてこの面でも力を
注ぎたいと考えております。
　阪大病院は、先進医療についての実績が認められて、
未来医療センターの設置が承認されました。このセンター
は、保険診療に至る前の研究的な医療を進めるところで、
遺伝子治療をはじめ再生医療、細胞・臓器移植等の臨
床研究が計画されています。
　昨年度は、日本医療機能評価機構の認定、高度救命
救急センターの承認、院外処方の完全実施なども行って
きました。今年度は、地域医療連絡室を発展させて保健
医療福祉ネットワーク部が活動を開始しました。病診・病々
連携、退院支援を進め、糖尿病やがんの患者さまの退
院後のケアのための専門看護外来を設置しました。地元
医師会との連携や、IT技術の支援のもと、患者さまの来
院時のスムーズな対応と、逆紹介、さらに退院後の指導
にあたるものです。
　阪大病院の原点は、患者さまにやさしく信頼される医
療を提供するということですので、一層信頼される阪大
病院を目指して努力する所存であります。

原点に立ち　心こもる医療を

（平成14年４月～16年３月）

福澤 正洋

　阪大病院は国立大学法人化後、
地域の中核病院としてだけでなく、先
進医療を実施、開発する病院として

機能を強化してきました。特に各診療科の枠を越えた脳
卒中センター、前立腺センターやハートセンター、小児医
療センター、総合周産期母子医療センターなど診療専門
別のセンター化は成果を上げています。がんを集学的に
診るオンコロジーセンターはその活動が評価され、阪大
病院が「地域がん診療拠点病院」に認定されました。
　医療の安全も大きな課題です。阪大病院は中央クオリ
ティマネジメント部を中心に全国でもトップレベルのリスクマ
ネジメントを実践しています。より安全で安心な医療を提
供するためにはすべての医療従事者のチームワークが
不可欠です。
　難易度の高い手術件数が増えており、外科系診療科
医師や看護師らのレベルアップと手術部の強化も課題です。
小児からの臓器提供などを盛り込んだ改正臓器移植法
が7月に施行されます。当院は全臓器移植ができる数少
ない病院であり、スタッフと施設の充実は急務ともいえます。
　研究におきましては、新薬の大規模臨床試験や医師
主導の先端的治療の臨床試験などを積極的に行ってい
きます。また、工学部など他学部と協力して新たな医療
技術を切り開いていきたいとも考えています。
　教育も重要な役割です。中堅の専門医を育てるために
卒後教育開発センターを設置するとともに、文部科学省の
「高度医療人養成推進事業」を強化して関連病院と連
携した研修によって意識の高い医師の養成にも力を入れ
ていきます。
　大学病院にとっての基本は患者さんに真心で接するこ
とです。医療従事者が思いやりの心を持ち、和を大切に
して医療を行い、患者さんにより一層信頼される阪大病
院になるように努力する所存です。

真心で信頼得よう

（平成22年４月～24年３月）
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　患者サービスの一環で、広く患者さんのご意見をうかがい、病院
の運営に役立てようと、外来患者さんには、平成24年11月26日（月）
～30日（金）の1週間、入院患者さんには平成25年1月の1か月間、
本院の医療全般に対する満足度調査を実施いたしました。ご協力
いただきました患者さんには心からお礼申し上げます。
　調査結果は、入院患者さんでは平均92.5%、外来患者さんでは
平均87.2%の方に「大変満足」「やや満足」のご回答をいただきまし
た。一方で外来に関しては「診察待ち時間」「駐車場整備」、病棟に
関しては「トイレの清掃」「エレベータの整備」で満足度が低いご意
見が多く見出されました。皆様のご意見はすべての職員、もしくは
病棟・外来に設置している「ご意見箱」が窓口となります。職員一
同、患者さんが療養に専念できる環境を整えていきたいと考えてお
りますので、今後も忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。

結果発表 !
患者さん入 院 患者さん外 来

満足度調査

1位 診察室の清潔さ
整理整頓 96.5%

2位 総合案内の設備
雰囲気 95.4%

3位 廊下・待合いの
通りやすさ 95.3%

4位 看護師の対応 95.2%

5位 技師の対応 95.0%

1位 診察までの待ち時間 48.9%

2位 診察後の待ち時間 55.9%

3位 待ち時間に関する配慮 56.0%

4位 駐車場の広さ・数・入り
やすさ 61.9%

5位 トイレの使い勝手・数 80.5%

ワースト 5

ベスト
 5

●外来患者さん
　満足度ランキング

1位 リハビリ職員の態度 98.7%

2位 薬剤師の態度 98.3%

3位 身だしなみ 98.2%

4位 看護師のご家族への対応 98.1%

5位 本人確認 97.8%

1位 苦情対応窓口の場所 74.2%

2位 トイレや浴室の数・快適さ 76.6%

3位 エレベーター・廊下等の
快適さ 79.9%

4位 食事 84.0%

5位 医師・看護師変更による
不安 85.0%

ワースト 5

ベスト
 5

●入院患者さん
　満足度ランキング 入院患者さん

平均92.5％
外来患者さん
平均87.2％

が
（回答数=4,631）（回答数=638）

10歳未満 3％
記載無し 1％

記載無し 1％

80歳以上
4％

20代 4％
10代 4％

70代
23％50代

13％

40代
13％

30代
8％

60代
27％

男性
52％

女性
47％

年齢性別

調査対象の内訳＝入院患者さん

項目別の満足度と内訳（入院患者さん）

調査対象の内訳＝外来患者さん

項目別の満足度と内訳（外来患者さん）

記載無し 13％

20歳未満
1％

20代～
30代
13％

記載無し 14％

60～80代
47％

40～50代
25％

男性
51％

女性
36％

年齢性別ご協力
ありがとう
ございました

満足 !

入退院に関する出来事

検査・手術・リハビリ・治療

職員の接遇

病院での出来事・施設面

総合的な評価

病院の施設面・その他

職員の接遇

安心な医療

待ち時間

病院としての総合評価

27.1%

37.4%

41.0% 30.4% 50.3%
43.8%
43.2%

46.9%
43.0%

42.8%
41.1%
48.9%
48.7%

51.6%
38.8%

32.8%
44.4%

30.0%

28.4%

81.2% 16.6%

15.4%

72.4% 23.3%

28.1%

29.2%

28.8%

68.1% 24.9%

69.2% 23.7%

34.2%

31.7%

28.9%

30.2%

36.1%

28.4%

32.1%

35.5%

35.4%

30.2%

31.2%

28.0%

19.6%

22.8%

26.0%

28.7%

28.9%

29.4%

24.5%

28.5%

19.7%

22.5%

23.4%

24.8%

24.2%

21.0%

27.7%

28.1%

31.6%

47.1%

41.4%

37.6%

36.8%

35.5%

42.5%

38.9%

33.6%

35.5%

22.8%

31.1%

22.1%

21.6%

22.4%

34.8%
36.6%

41.5%
43.9%

45.6%
48.3%
43.0%

39.8%

33.8%
42.1%
32.4%

41.1%
34.4%
38.2%
38.6%
42.0%

33.2%
36.1%
41.0%

43.7%
47.7%
45.8%

45.2％ 61.6% 45.1%

69.1%

65.9%

66.3%

66.5%

73.7%

63.8%

76.9%

74.0%

70.6%

73.3%

72.9%

77.3%

69.9%

70.6%

62.3%

43.4%

35.2%

42.3%

50.4%

58.0%

50.4%

57.7%

53.1%

38.7%

73.4%

60.6%

55.1%

66.0%

80.6%

64.4%

55.8%

62.9%

49.8%

65.6%

65.4%

58.4%

54.2%

30 44 58 72 86 100

患者さん・ご家族の考えの治療への反映
来院されての総合満足度

外来診療への満足度

診察後の待ち時間
待ち時間に関する配慮
診察までの待ち時間

器具や機器、設備や環境
看護師による介助

看護師のプライバシー配慮
医師のプライバシー配慮

看護師の雰囲気
医師の雰囲気

看護師からの説明
医師からの説明

支払った金額
ボランティアの対応
他スタッフの対応
会計窓口係の対応
総合案内の対応
各外来受付の対応

技師の対応
看護師の対応
医師の対応

手続きのわかりやすさ
禁煙対策の徹底

駐車場の広さ・数・入りやすさ
自動販売機の場所・数・品揃え

売店の場所、数、品揃え
施設内の案内表示

トイレの使い勝手・数
トイレの快適さ

待合室、診察室の温度調整
待合室、診察室の快適さ

診察室の清潔さ　整理整頓
廊下・待合いの通りやすさ
総合案内の設備　雰囲気

30 44 58 72 86 100

家族や知人へのおすすめ度

看護への満足度

安全な治療への満足度

その他の設備・環境への満足度

全体的な満足度・信頼感

苦情対応窓口の場所

携帯電話等の使用環境

検査室の清潔さ整理整頓

上記の使い勝手

サービスの案内・説明

病室の環境

エレベーター・廊下等の快適さ

トイレや浴室の数・快適さ

インテリアの配置・心地よさ

売店員等の態度

リハビリ職員の態度

検査に関わる職員の態度

薬剤師の態度

入院中の手助け

看護師のご家族への対応

看護師の責任感

看護師の説明態度

医師の説明態度

説明時の雰囲気

身だしなみ

プライバシーへの配慮

職員同士の人間関係

細かな気配り

痛みや不快感に対する対応

職員の私語

0 20 40 60 80 100

受けた治療への満足度

医師の技術・知識への信頼感

治療前の説明

医師・看護師の内容把握度

リハビリに使う設備・器具

リハビリへの満足度

検査の待ち時間

痛みや不快感

注射・点滴

体調の回復

退院の日程説明／支払金額

退院後の注意点等の説明

衛生的な食事、丁寧さ

食事

検査、治療等に関する説明

看護師による看護計画説明

患者への気配り

医師・看護師変更による不安

看護師の上記情報の申し送り

看護師から医師への情報伝達

ナースコールへの対応

本人確認

面会時間

入院生活の説明

入院までの待ち日数

手続きの円滑さ、十分な情報提供

61.4%

55.9%

56.1%

56.6%

62.1%

56.1%

65.7%

76.1%

71.7%

64.6%

73.7%

74.5%

74.5%

51.5%
53.3%

43.0%
48.2%
45.2%

39.4%
37.0%
34.6%
30.1%
23.1%

59.9%
44.9%

64.5%
60.4%
58.4%

52.4%
49.9%
45.6%
45.6%
49.8%
47.1%

55.5%
50.3%
56.9%

49.7%
60.5%
56.4%
54.9%
50.8%

15.7%
19.9%

14.9%

48.5%
43.7%
44.4%

満足度 91.8％

満足度 91.9％

満足度 95.7％

満足度 86.8％

満足度 96.1％

満足度 87.0％

満足度 93.0％

満足度 92.2％

満足度 53.6％

満足度 91.2％

大変満足 やや満足 やや不満 大変不満
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質
の
放
射
性
医

薬
品
を
合
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、

主
と
し
て
が
ん
の
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
診
断
機

器
も
最
新
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ

Ｔ
や
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ（
単
光

子
断
層
装
置
）

－

Ｃ
Ｔ
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
増
殖
の
た
め
に

多
く
の
ブ
ド
ウ
糖
を
消
費

し
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
に
よ

く
似
た
放
射
性
医
薬
品

（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）を
患
者
さ
ん
に

投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

が
ん
に
そ
の
薬
が
多
く
集

ま
り
ま
す
。
そ
の
集
ま
っ

た
部
位
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
で

検
査
す
る
と
、
光
っ
て
見

え
ま
す
。
数
㍉
の
が
ん
病

巣
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
が
ん
病

巣
の
大
き
さ
な
ど
を
評
価

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療

効
果
も
確
認
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
特
徴
と
し
て
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
は
違
い
、

一
度
に
全
身
を
検
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
転

移
や
治
療
後
の
再
発
の
有

無
を
確
認
す
る
こ
と
に
も

威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
適
用
と
な
っ
て
い

る
子
宮
が
ん
や
大
腸
が
ん

な
ど
は
、
年
間
３
０
０
０

件
近
い
検
査
を
行
っ
て
お

り
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
重

ね
合
わ
せ
る
新
し
い
診
断

法
も
開
発
し
、
精
度
の
高

い
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
は
そ
の
日
の
う

ち
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
、

依
頼
さ
れ
た
診
療
科
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
合
同
検
討
会
も
開
き
、

最
も
適
し
た
治
療
方
針
を

決
め
る
手
助
け
を
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
抗
が
ん
剤
に

よ
る
効
果
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
確

認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
に
適
し

た
薬
の
選
択
も
可
能
に
な

り
ま
す
。
放
射
性
医
薬
品

を
使
っ
た
が
ん
治
療
法
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

心
臓
や
脳
、
呼
吸
器
、
消

化
管
、
骨
、
内
分
泌
、
腎

臓
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
病

気
の
診
断
に
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
院
で
は
多
く
の
新
し

い
治
療
法
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
を

客
観
的
に
評
価
す
る
た
め

に
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
樹
状
細
胞
ワ
ク

チ
ン
療
法
で
用
い
る
人
工

の
が
ん
抗
原
「
W
T-

1

ペ
プ
チ
ド
」
や
心
臓
血
管

外
科
の
心
筋
シ
ー
ト
に
よ

る
心
機
能
の
改
善
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
て
ん
か
ん
発
作
な
ど

の
病
態
解
明
や
製
薬
会
社

と
協
同
で
新
薬
候
補
物
質

の
体
内
動
態
を
調
べ
て
、

新
薬
開
発
に
つ
な
げ
る
研

究
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 　

医
学
部
だ
け
で
な
く
、

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、

免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
、
ツ
イ
ン
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も

連
携
し
て
、
新
し
い
放
射

性
医
薬
品
の
開
発
、
免
疫

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
病

気
と
遺
伝
因
子
・
環
境
因

子
な
ど
新
た
な
分
野
へ
の

挑
戦
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
を
使
う
た

め
に
放
射
線
の
人
体
へ
の

影
響
を
心
配
さ
れ
る
患
者

さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

１
回
の
被
曝
量
は
多
く
て

も
日
本
に
お
け
る
１
年
間

の
自
然
被
曝
量
１
・
２
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
す
。

安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

鏡
手
術
が
あ
り
ま
す
が
、

関
西
で
は
、
す
べ
て
の
治

療
法
が
可
能
な
医
療
機
関

は
少
な
く
、
本
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
に

は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の

年
齢
や
体
の
状
態
、
合
併

症
、
既
往
症
の
有
無
、
が

ん
の
性
質
に
よ
っ
て
も
、

ど
の
治
療
法
が
適
し
て
い

る
か
は
異
な
り
ま
す
。
本

セ
ン
タ
ー
で
は
泌
尿
器
科

と
放
射
線
治
療
科
の
専
門

医
が
患
者
さ
ん
に
丁
寧
に

説
明
を
行
い
、
納
得
さ
れ

る
治
療
法
を
選
択
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
保
険
適
用
に

な
っ
た
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術

は
、
下
腹
部
の
手
術
に
よ

る
癒
着
が
あ
る
患
者
さ
ん

を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ

ー
ス
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
よ
り

も
視
野
が
広
く
、
細
か
な

操
作
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
に
よ
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
、
術
後
に
排
尿
障

害
や
性
機
能
障
害
が
起
こ

る
確
率
は
非
常
に
低
く
、

患
者
さ
ん
の
体
へ
の
負
担

も
少
な
い
た
め
、
優
れ
た

治
療
法
と
い
え
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
不
安

を
抱
か
れ
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

手
術
操
作
す
る
医
師
に
加

え
、
部
位
を
映
し
だ
す
二

つ
の
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て

他
の
医
師
も
操
作
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
よ
り
安
全

で
確
実
な
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

手
術
に
よ
っ
て
神
経
が

傷
つ
き
起
こ
る
性
機
能
障

害
の
治
療
法
と
し
て
は
、

足
の
神
経
の
一
部
を
移
植

す
る
神
経
移
植
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
将

来
的
に
は
、
よ
り
細
か
な

操
作
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト

を
用
い
た
手
術
に
よ
っ
て

行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
が
で
き
な
い
患
者

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
腹

腔
鏡
手
術
や
開
腹
手
術
を

選
択
で
き
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
治
療
の
主

流
と
も
な
り
つ
つ
あ
る
放

射
線
治
療
に
つ
い
て
も
症

状
に
応
じ
た
オ
プ
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。
本
院
が
伝

統
的
に
行
っ
て
き
た
が
ん

病
巣
に
放
射
線
を
照
射
す

る
治
療
針
を
挿
入
す
る

「
高
線
量
率
組
織
内
照
射
」、

比
較
的
悪
性
度
の
低
い
が

ん
に
適
し
て
い
る
放
射
性

物
質
の
粒
を
前
立
腺
に
埋

め
込
む
「
小
線
源
治
療
」

で
す
。
さ
ら
に
、
が
ん
の

性
質
に
か
か
わ
ら
ず
効
果

の
あ
る
が
ん
病
巣
だ
け
に

放
射
線
を
照
射
で
き
る
強

度
変
調
放
射
線
治
療（
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
）は
、
腹
腔
鏡
手

術
や
開
腹
手
術
の
症
例
よ

り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
肥
大
に
関
し
て

は
、
薬
物
治
療
が
中
心
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
薬

が
効
か
な
い
場
合
に
は
手

術
と
な
り
ま
す
。
従
来
の

手
術
に
加
え
、
レ
ー
ザ
ー

光
線
で
前
立
腺
内
部
を
く

り
抜
い
て
患
者
さ
ん
の
負

担
を
少
な
く
す
る
Ｈ
o
Ｌ

Ｅ
Ｐ
手
術（
ホ
ル
ミ
ウ
ム

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
前
立
腺

手
術
）も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ

か
ら
も
、
新
し
い
治
療
法

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

放射性医薬品（FDG）の全身動態画像

　

前
立
腺
が
ん
、
前
立
腺

肥
大
な
ど
診
療
科
の
枠
を

越
え
て
診
療
す
る
前
立
腺

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て

７
年
に
な
り
ま
す
。
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
前
立
腺

が
ん
に
対
し
て
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」

が
導
入
さ
れ
、
治
療
の
選

択
肢
が
増
え
ま
し
た
。

　

前
立
腺
が
ん
は
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
・
Ｐ
Ｓ
Ａ
に
よ

る
検
査
が
普
及
し
、
早
期

発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
早
期
の
前
立
腺
が
ん

の
保
険
適
用
の
治
療
法
に

は
、
開
腹
手
術
、
腹
腔
鏡

手
術
と
放
射
線
治
療
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
に
よ
る
腹
腔

　
「
阪
大
病
院
ニ
ュ
ー
ス
」
第
49

号
２
面
「
放
射
線
治
療
科
」
の

記
事
で
、「
平
成
26
年
の
夏
に
は

最
新
鋭
の
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
が

導
入
」
と
記
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
平
成
25
年
」
で
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
活
用
し
一
度
に
全
身
検
査

多
く
の
病
気
診
断
、
治
療
効
果
確
認
も

核
医
学
診
療
科

前立腺センター

「ダヴィンチ」手術など
治療選択肢が多岐に

ダヴィンチを使い最先端の技術で行われた前立腺の手術

遠隔操作で執刀する
野々村祝夫教授

　春のミニコンサートが、４月５日にエントランスホールで開
催されました＝写真。今回は、「紫金山グリーン合奏団」
の皆さんによる演奏で、「さくらさくら」や「花のワルツ」、
また、ビートルズナンバーから童謡メドレーまで次 に々披露
され、最後は参加者全員で「ふるさと」を大合唱し、楽し
い春のひとときを過ごしていただきました。

春のミニコンサート、「ふるさと」大合唱

　昨年末から今春にかけ、２台の新しいMRI装置（１台
は新規、１台は更新）が相次いで稼働しています。いずれ
も最新鋭かつ最上級の機種であり、鮮明な画像が得られ
診療の質向上に役立ちます。また従来の装置は開口部
が小さく、検査の際には患者さんが窮屈な思いをされて
いましたが、今回導入の装置は開口部が大きく、より快適
に検査を受けていただけます。
　本院のMRI装置は計４台になりますので、検査待ち時
間の短縮も期待できます。また並行して、MRI検査室で
は更衣室の数を増やすとともに、車いすで入れる更衣室
やトイレの新設、小児患者の待機場所の設置も行ってい
ます。患者さんの療養環境を整え、より良い画像の提供を
目指します。

最新鋭、最上級のMRIを設置

　このほど、平成25年度プログラム生46名が第107回医
師国家試験に合格しました。
　研修プログラムは、本院（基幹型臨床研修病院）と学
外研修病院（協力型臨床研修病院）で病院群を構成し、
現在、下表のとおり５プログラムが設けられています。
　本院ではプログラムＣを除く15名が採用されました（下
表参照）。

プログラム名称 研　修　先 人数

臨床研修
プログラムＡ ２年間阪大病院 11

臨床研修
プログラムＢ

１年目阪大病院
２年目協力型臨床研修病院 3

臨床研修
プログラムＣ

１年目協力型臨床研修病院
２年目阪大病院 31

小児科重点コース ２年間阪大病院 1

産科婦人科重点コース ２年間阪大病院 0

合　計 46

新研修医46人が４プログラムに


